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児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢
変
更 

  

４
月
１
日
よ
り
、
児
童
手
当
支
給
対
象
者
が
小
学

校
修
了
前
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
に

拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限
が
次
の
と
お
り
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。 

【
所
得
制
限
】 

           

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
の
手
続
が

必
要
で
す
。 

 

制
度
改
正
に
よ
っ
て
該
当
す
る
方
の
新
規
請
求
等

は
、
９
月
29
日
（金
）ま
で
に
受
け
付
け
し
た
も
の
に

限
り
、特
例
的
に
４
月
１
日
（ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
の
翌
月
）に
さ
か
の
ぼ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
村
民
課
福
祉
係
（地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定 

  

児
童
扶
養
手
当
額
が
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
し
た
。 

【
全
部
支
給
（月
額
）】 

 
 

４
万
１
７
２
０
円（
改
定
前
４
万
１
８
８
０
円
） 

【
一
部
支
給
（月
額
）】 

 
 

９
８
５
０
円
～
４
万
１
７
１
０
円 

 

（
改
定
前
９
８
８
０
円
～
４
万
１
８
７
０
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

な
お
、
募
集
人
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
応

募
多
数
の
場
合
は
、
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
で
、
か
つ
、
村
在
住
年
数
の

長
い
方
を
優
先
し
、
そ
の
後
、
年
齢
順
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

【
日
程
】 

６
月
15
日
（
木
）
午
後
９
時 

父
島
発 

16
日
（
金
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

17
日
（
土
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

18
日
（
日
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
必
ず

日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（
父
島
～
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
15
日
午
前
中
の
は
は

じ
ま
丸
（チ
ャ
ー
タ
ー
便
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

18
日
の
帰
り
の
便
は
、
各
自
の
負
担
で
す
。 

【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方

で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
の
健
康
管

理
が
で
き
る
方
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

【
申
込
期
間
】
５
月
８
日
（月
）
～
12
日
（金
） 

【
申
込
窓
口
】
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
費
用
】
３
万
円 
（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（上
期
分
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

【
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な

ど
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育

成
に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。
な
お
、
視
察
に

関
す
る
も
の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（
指
定
様
式
）
、
収
支
計
画
書
、
会
の 

 

規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
５
月
22
日
（月
） 

【
提 

出 

先
】
父
島 

総
務
課 

母
島 

母
島
支
所 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
、
事
業
の
内
容
、

目
的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
２
０ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/26 現在 

父島 

98.6/100 

母島  

97.8/100 

３月気象状況    （父島）

最高気温   25.3℃ 

最低気温   12.6℃ 

平均気温   19.2℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量   83mm 

住民基本台帳登録者数（4/1）    

             2,336 人 

             父島      母島    

  人口      1,902 人   434 人 

  世帯      1,025 人  236 人 

短期滞在者     22 人     12 人 

ＮＯ．５１２ 

平成1８年(2006) 

５/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

５ 
人 

４ 

人 
３ 

人 

２ 

人 

１ 

人 

０ 

人 

扶
養
親
族
等 

６
５
０
万
円 

６
１
２
万
円 

５
７
４
万
円 

５
３
６
万
円 

４
９
８
万
円 

４
６
０
万
円 

自
営
業
者 

（国
民
年
金
）

７
２
２
万
円 

６
８
４
万
円 

６
４
６
万
円 

６
０
８
万
円 

５
７
０
万
円 

５
３
２
万
円 

被
雇
用
者 

（厚
生
年
金
等
）
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村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募 

  

公
の
施
設
の
管
理
者
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
自

治
体
ま
た
は
公
共
的
団
体
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
自
治
体
か
ら
の 

「
指
定
」
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の
法
人
ま

た
は
団
体
が
公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
（
指
定
を
受
け
た
法
人
ま
た
は
団
体

を
指
定
管
理
者
と
呼
び
ま
す
。）。 

こ
の
た
め
、
９
月
か
ら
村
有
施
設
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。 

 

【
施
設
名
】 

 

①
奥
村
運
動
場
（
父
島
字
奥
村
） 

 

②
ロ
ー
ス
記
念
館
（
母
島
字
元
地
） 

 

【
応
募
期
間
】
５
月
16
日
（火
）～
22
日
（月
） 

 

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】 

 
 

教
育
委
員
会
、
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
２
１
１
７ 

 

軽
自
動
車
税
と
そ
の
納
期 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（賦
課
期

日
）現
在
の
軽
自
動
車
等
（原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪

の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割
課

税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
１
日
現
在
の
軽
自

動
車
等
の
所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

平
成
18
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
11
日
に
発

送
の
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

村
営
バ
ス
は
６
月
１
日
か
ら
運
賃
の
改
定
や
新
し

い
割
引
制
度
の
創
設
な
ど
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
す
。 

 

よ
り
便
利
で
お
得
に
な
っ
た
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
料
金
の
改
定 

 
 

村
営
バ
ス
の
運
賃
お
よ
び
割
引
制
度
を
６
月
１
日

か
ら
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。 

 

【
運
賃
】 

村
民
、
村
民
以
外
の
運
賃
区
分
を
な
く
し
、 

大
人
２
０
０
円
、子
供
１
０
０
円
に
統
一
し
ま
す
。 

 

【
乗
降
自
由
乗
車
券
】 

１
日
乗
車
券
の
運
賃
を
値
下
げ
し
、
新
た
に
２

日
乗
車
券
、
３
日
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
。 

《
１
日
乗
車
券
》 

７
０
０
円
（
小
人
３
５
０
円
） 

《
２
日
乗
車
券
》
１
２
０
０
円
（
小
人
６
０
０
円
） 

《
３
日
乗
車
券
》
１
６
０
０
円
（
小
人
８
０
０
円
） 

 

【
団
体
割
引
】 

 
 

15
人
以
上
の
団
体
に
適
用
す
る
従
来
の
割
引

に
加
え
、
１
０
０
人
以
上
の
団
体
に
対
し
て
、
新

た
に
割
引
料
金
を
設
定
し
ま
す
。 

 

《
15
人
以
上
１
０
０
人
未
満
》
１
割
引 

《
１
０
０
人
以
上
》
２
割
引 

 

【
教
育
的
旅
行
団
体
割
引
】 

 
 

村
外
か
ら
の
教
育
的
旅
行
に
対
す
る
団
体
割
引

制
度
を
新
た
に
設
け
ま
す
。 

 
 

こ
の
団
体
割
引
は
、
実
際
の
利
用
者
数
に
か
か

わ
ら
ず
、
団
体
全
体
の
来
島
人
数
に
よ
っ
て
割
引

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

《
10
人
以
上
30
人
未
満
》
１
割
引 

 

《
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
》
２
割
引 

 

《
１
０
０
人
以
上
》
３
割
引 

小笠原村情報センター施設見学  
 

 小笠原村は、平成１３年度から小笠原村地域情報化計画を推進して

おりますが、この度、その中枢となる『小笠原村情報センター』が

完成いたしました。 
正式なオープンの前に、村民の皆様にどのような施設なのかを体験

していただくために、施設の一般開放を行います。 
最新のパソコンおよび周辺機器も操作できますので、ぜひご来場く

ださい。 
 
 
 
 
【日  時】５月１３日（土）、１４日（日）午前９時～午後６時 
 

【施設概要】 
◎電子工房  

デスクトップパソコン３台、大型スキャナー２台、カラープリンター１台等 

◎インターネット体験スペース  
ノートパソコン６台等 

◎パソコン研修室 
座席数２２（全席パソコン設置）、テレビ会議システム等 

◎セミナー室 
６５インチプラズマディスプレイ、オーディオ装置一式、観覧席２４席等 

 

【注意事項】 
  パソコン等の精密機器が設置されていますので、お子様連れの方は十分ご注意願います。 
 
●問合せ先 総務課ＩＴ推進係 ２－３１１１

 セミナー室  

 パソコン研修室
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◎
村
営
バ
ス
業
務
の
外
部
委
託 

 
村
営
バ
ス
の
運
行
お
よ
び
営
業
所
業
務
を
６
月
１

日
か
ら
（有
）父
島
タ
ク
シ
ー
に
委
託
し
ま
す
。 

運
行
形
態
、
業
務
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
増
便 

 

５
月
３
日
（水
）か
ら
６
日
（土
）ま
で
の
期
間
中
、

午
前
８
時
「
村
役
場
前
発
」
を
増
便
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 
２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア 

 
 
 

島
じ
ま
ん
２
０
０
６
開
催 

 

首
都
圏
の
人
々
に
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ

ア
・
島
じ
ま
ん
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

特
産
品
の
販
売
や
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。
開
催
期
間
中

に
上
京
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
立
寄
り
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
27
日
（土
）、
28
日
（日
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
６
時 

【
場
所
】
竹
芝
ふ
頭
公
園 

／ 

竹
芝
さ
ん
橋 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
の
更
新
（母
島
） 

  

（財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
（宝
く
じ
）を

受
け
、
母
島
返
還
祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化

活
動
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
お
よ

び
そ
の
台
車
を
買
い
替
え
ま
し
た
。 

テ
ー
ブ
ル
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
島
支

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁
殖

を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と

は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

【
日
程
】
５
月
27
日
（土
）、
28
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（月
）～
23
日
（火
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
の

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

に
は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た

は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
５
０
頭
を

超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
22
（月
）
～
28
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 

 
        

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

将
棋
講
習
会 

  

将
棋
の
持
つ
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
プ
ロ
の
棋
士
に
よ
る
将
棋
講
習
会
を
実
施
い
た

し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 
 

６
月
２
日
（金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 
 

６
月
３
日
（土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
交
流
室 

【
講
師
】
大
島 

映
二 

７
段 

 
 

    

植
山 

悦
行 

６
段 

【
主
催
】
財
団
法
人 

東
京
都
生
涯
学
習
文
化
財
団 

【
後
援
】
社
団
法
人 

日
本
将
棋
連
盟 

【
定
員
】
50
名
程
度
（
先
着
順
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育

委
員
会
ま
た
は
母
島
支
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
・
中
・
高
校
生
は
別
日
程
で
学
校
を
通
し
て

募
集
を
行
い
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
９
日
（火
）
～
19
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

平
成
17
年
度
「ス
ポ
ー
ツ
教
室
」報
告 

 

小
笠
原
村
で
は
、
地
理
的
な
要
因
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
家
よ
り
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
度
に
（財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（青

少
年
健
全
育
成
）に
よ
り
、小
中
学
生
を
対
象
に
し
た

「サ
ッ
カ
ー
教
室
」「野
球
教
室
」を
開
催
し
、
延
べ
１

０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
紙
面
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                                       

子供の日の集い (母島) 
 

５月４日（木） 

午前１０時～正午 

母島小中学校 
   （雨天の場合は小中学校体育館） 

 

●問合せ先 母島支所 ３－２１１１ 

こ ど も ま つ り （父島） 
 

５月５日（金） 

午前１０時～正午 

おまつり広場 
（雨天の場合は小中学校体育館）

 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９
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父
島
返
還
祭
開
催 

 
小
笠
原
諸
島
返
還
の
日
を
記
念
し
て
、
父
島
返
還

祭
を
開
催
し
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会
を
設
け
、
皆

様
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
よ
り
良
い
も
の

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
返
還
祭
に
出
演
し
て
い
た
だ
け
る
方
や
出

店
者
等
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
６
月
24
日
（土
）
午
後
５
時
～ 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

       

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
５
月
15
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

                        

運
転
免
許
試
験
の
実
施 
 

◎
自
動
車
運
転
免
許
試
験 

  

今
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
自
動
車
運
転

免
許
試
験
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

試
験
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
受
験
者
数
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験
希
望
者
は
警
察

署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
試
験
種
別
】 

 

○
大
型
自
動
車
一
種 

○
大
型
特
殊
自
動
車 

 

○
普
通
自
動
車
一
種 

○
普
通
自
動
二
輪
車 

【
申 

込 

日
】
５
月
６
日
（土
）、
７
日
（日
） 

【
申
込
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
警
察
署 

１
階
ロ
ビ
ー 

《
母
島
》
小
笠
原
警
察
署 

母
島
駐
在
所 

                        

◎
原
付
運
転
免
許
試
験 

 

【
日
時
】
５
月
27
日
（土
）
午
前
９
時
～ 

 

※
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
６
月
17
日

（土
）に
実
技
講
習
を
行
う
予
定
で
す
。 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
ち
物
】 

 
○
住
民
票
１
通 

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
６
か
月
以
内
の
も
の
） 

 

○
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
手
数
料 
３
３
０
０
円 

○
筆
記
用
具
（
鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
） 

【
申
込
期
限
】
５
月
26
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
催
し
物 

 

◎
ボ
ニ
ン
ク
ラ
フ
ト
展 

 

嫌
わ
れ
者
の
植
物
だ
っ
て
宝
物
に
変
身
で
き

る
。
見
て
感
じ
て
作
っ
て
み
よ
う
！ 

《
期
間
》
５
月
28
日
（日
）ま
で 

※
５
月
６
日
ま
で
の
毎
日
お
よ
び
５
月
10
日

か
ら
の
入
港
中
開
館 

 

◎
自
然
教
室 

 

【
草
木
染
】 

モ
ク
マ
オ
ウ
で
大
判
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
す
。 

 

《
日
時
》
５
月
２
日
（火
）
午
後
７
時
～ 

《
定
員
》
20
名
（要
予
約
） 

 

【
レ
イ
作
り
】 

島
の
植
物
を
使
っ
て
レ
イ
を
作
り
ま
す
。 

 

《
日
時
》
５
月
３
日
（水
）
午
後
７
時
～ 

 

【
タ
コ
ノ
葉
細
工
】 

タ
コ
ノ
葉
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。 

 

《
日
時
》
５
月
４
日
（木
）
午
後
７
時
～ 

 

※
詳
細
は
街
中
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

             

環境省小笠原自然保護官事務所の開設 
 

環境省の現地出先機関である「小笠原自然保護官事務所」を、小笠原総

合事務所２階に開設しました。 
 

小笠原諸島の自然環境保全行政に関しては、世界自然遺産への登録推進、

国立公園計画の再検討、外来種対策と希少野生動植物の保護の推進、エコ

ツーリズムと適正利用の推進など、多岐にわたる懸案があり、その執行の

ためにも環境省の現地出先機関の開設が課題として挙げられてきました。

そのための準備を一昨年より進めてきたところですが、この度、環境省の

現地出先機関である「小笠原自然保護官事務所」を開設することになりま

した。 
 

小笠原自然保護官事務所は、小笠原諸島および伊豆鳥島を管轄していま

す。具体的な業務内容以下のとおりです。 
 

○小笠原国立公園や鳥獣保護区の保全・管理 

○グリーンアノール等の侵略的外来生物を駆除し、小笠原本来の生態系を

保全・復元するための自然再生事業 

○アカガシラカラスバトやムニンノボタン等の絶滅のおそれのある野生生

物の保護と増殖事業 

○適正かつ持続可能なエコツーリズムの推進 

○世界自然遺産への登録推進 
 

などを担当いたします。 
 

なお、鳥獣保護法や種の保存法の許認可窓口は当所になりますが、自然

公園法の許認可については、事務の一部を東京都に委託しており、従来ど

おり小笠原支庁土木課自然公園係において受け付けいたします。 
 
●問合せ先 環境省小笠原自然保護官事務所 ２－７１７４ 

母 の 日 

（５月１３日） 
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高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
（初
級
） 

 

【
対
象
者
】 

18
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
た

こ
と
が
な
い
方 

【
日
程
・
内
容
】 

 

① 

６
月
12
日
（月
）
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
使
用
方
法 

 

② 

６
月
19
日
（月
）
タ
イ
ピ
ン
グ
、
ワ
ー
プ
ロ
入
門 

 

③ 

６
月
26
日
（月
）
ワ
ー
プ
ロ
で
チ
ラ
シ
づ
く
り 

 

④ 

７
月 

 

３    

日
（月
）
エ
ク
セ
ル
入
門 

 

⑤ 

７
月
10
日
（月
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門 

【
時
間
】
午
後
６
時
～
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校 

【
定
員
】
20
名
（先
着
順
） 

【
費
用
】
２
０
６
０
円 

【
申
込
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
５
月
19
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６
（Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
４
１
） 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を 

島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
５
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
５
月
１
日
（月
）
～
24
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
17
日
（水
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
18
日
（木
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

母
島
上
級
救
命
講
習
会 

 

【
日
時
】 

 

《
Ａ
講
習
》 

５
月
18
日
（木
） 

○
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

○
午
後
６
時
30
分
～
10
時 

 
 
 

５
月
19
日
（金
） 

 
 
 
 

○
午
後
１
時
30
分
～
５
時 

 

《
Ｂ
講
習
》 

５
月
18
日
（木
） 

 

○
午
後
１
時
30
分
～
５
時 

５
月
19
日
（金
） 

 

○
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

 

○
午
後
６
時
30
分
～
10
時 

本
日
程
の
う
ち
、
Ａ
講
習
・
Ｂ
講
習
を
１
回
ず

つ
、
合
計
７
時
間
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室
（予
定
） 

 

【
内
容
】
救
命
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
、
応
急
手
当 

 

【
定
員
】
各
回
30
名
（先
着
順
） 

 

【
申
込
期
限
】
５
月
12
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

母
島
事
務
局 

３
―
２
１
８
８ 

 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

  

皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
波
放
送
は
、

民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
本
土
電
波
を
送
信
し
小

笠
原
村
で
受
信
す
る
と
い
っ
た
、
今
ま
で
に
な
い
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
平
成
８
年
４
月
よ
り
本

土
の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
・

放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村
（村
民
を
含
む
）で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
一
般

世
帯
の
場
合
、
月
々
３
千
円
の
利
用
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管

理
組
合
に
組
合
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
、
利
用
料

を
お
支
払
い
の
上
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
申
込
窓
口
】 

《
父
島
》
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船 

  

は
は
じ
ま
丸
は
、
５
月
22
日
か
ら
６
月
11
日
ま

で
の
間
、
ド
ッ
ク
に
入
渠
し
ま
す
。
こ
の
間
の
代
船

と
し
て
、
ゆ
り
丸
（定
員
90
名
）を
運
行
し
ま
す
。 

な
お
、
父
島
～
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 

父
島
代
理
店 

 

２
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
理
店 

 

３
―
２
３
３
１ 

 

６
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

６
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
下
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
４
７
０
円
（
＋
９
１
０
円
） 

小
人 

４
２
４
０
円
（
＋
４
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
３
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

２
１
２
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
０
０
円
（
＋
５
８
０
円
） 

小
人 

２
７
６
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
６
４
５
円
（
＋
５
８
１
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
０
４
円
（
＋
５
４
４
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
６
４
円
（
＋
５
０
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
６
６
円
（
＋
58
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
３
円
（
＋
44
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
一
時
停
止（
母
島
） 

 
 

６
月
か
ら
小
笠
原
村
内
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ａ
の
使
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
無
線
基
地
局
の

改
修
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
携
帯
電
話
の
サ
ー

ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】 

 
 

５
月
11
日
（木
）、
12
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

 
 

５
月
15
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分 

 

【
場
所
】
母
島 

※
工
事
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
お
よ
び
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
多
摩
支
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部 

（
担
当
・
小
川
）
０
４
２
―
５
２
６
―
９
３
７
２ 

      

介
護
予
防
体
操
教
室 

 
 

介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
い
き
い
き
と
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
運
動
を
継
続
的
に
行
う

こ
と
が
効
果
的
で
す
。
指
導
員
や
保
健
師
が
皆
さ
ん

の
運
動
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
送
迎
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。）。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

 

※
た
だ
し
、
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。 

○
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

○
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

○
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
15
日
か
ら 

８
月
31
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日 

 
 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
申
込
》
６
月
２
日
（金
）
ま
で
に
母
島
支
所
窓
口 

 
 

 
 
 

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
19
日
か
ら 

９
月
４
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日 

 
 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
申
込
》
６
月
８
日
（木
）
ま
で
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
下
肢
を
中
心
と
し
た

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
気
軽
に
で
き
る
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係  

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
の
予
防
接
種 
 

【
予
防
接
種
の
種
類
】 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
三
種
混
合
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、

麻
し
ん
、
風
し
ん 

【
対
象
者
】 

各
ワ
ク
チ
ン
に
定
め
ら
れ
た
接
種
期
間
、
接
種

間
隔
の
範
囲
内
の
方
（
予
診
票
冊
子
「
予
防
接
種

へ
行
こ
う
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
11
日
（木
） 

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
11
日
（木
） 

午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
注
意
事
項
】 

母
子
手
帳
と
予
診
票
を
ご
持
参
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
転
入
を
さ
れ
た
方
は
、
予
防
接
種
予

診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（今
月
は
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
５
月
18
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

 

専
門
診
療 

 

◎
眼
科
（
北
里
大
学
病
院
） 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
４
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

５
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

７
日
（日
）
午
後
・
午
後 

【
母
島
】 

 
《
日
時
》
５
月
11
日
（木
）
午
後 

12
日
（金
）
午
前
・
午
後 

【
注
意
事
項
】 

○
今
秋
、
白
内
障
手
術
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

今
回
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（
昭
和
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
26
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

27
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 

※
26
日
の
午
前
中
は
学
校
健
診
が
あ
り
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
29
日
（月
）
午
後 

30
日
（火
）
午
前
・
午
後 

31
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

６
月   

１   

日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

   

２   

日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

【
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
共
通
】 

 

《
受
付
時
間
》 

○
午
前
８
時
（母
島
８
時
30
分
）～
11
時 

 
 

○
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

《
場
所
》 

 
 
 

父
島 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

母
島 

母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２
―
３
８
０
０ 

 

保
健
所
専
門
医
相
談 

  

神
経
内
科
専
門
医
に
よ
る
療
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
手
足
の
ふ
る
え
、
し
び
れ
、
筋
力
の
低
下
な
ど

自
覚
症
状
の
あ
る
方
（リ
ウ
マ
チ
の
方
は
除
く
）で
、

専
門
医
の
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
９
日
（金
）
午
前
９
時
～
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
10
日
（土
）
午
前
９
時
～
11
時 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
限
】
５
月
18
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 
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― 村民課福祉係 ― 

―  第  ７５  号 ― 

 

介護予防に取り組んで 健康寿命をのばしましょう！ 
皆さんは「健康寿命」という言葉をご存知でしょうか？ 健康寿命とは介護が必要になる状態にならずに生活できる年数です。 

介護予防とは、寝たきりや介護の必要な状態にならないように心身の衰えを予防・回復していこうという取り組みです。 

介護予防に取り組んで健康寿命を延ばしていきましょう！ 

 

 

 

 

 

  

                  

                                                          

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イルカの伝言版 

 

 

 

 

健康や加齢に関するご相談 

村民課福祉係２－3939 

（地域包括支援センター） 

イルカ：今月は体操教室に参加した皆さんの声をお届けします！ 
 

体操教室に参加した皆様さん 

「体操教室に通って体操をしているかいないかで、ウォーキングをした時の体

の軽さが違う。」「家ではテレビ番組でやっている体操をしています。」「一人で

はなかなか運動する気になれないけれど、先生がきちんといて、みんなで集

まってやれるのが良いです。」「背筋が丸まらないように教室に参加して背筋を

良くしたいです。」 
 

イルカ： 貴重なお話しどうもありがとうございました。 
 

【イルカの伝言板のゲスト募集中！！！】 
 

 健康に関するミニコラムや体験談などを書いていただける方を募集してます。

興味がある方はご連絡ください。 

 

こんなことが介護予防になります！ 
 

6 月から始まる介護予防体操教室では運動機能向上以外の介護予防（栄養や口腔内ケア等、認知症予防など）にも

取り組んでいく予定です。詳しくは健康・保健のコーナーをご覧ください。 

★ 10 月～3 月までの６か月間、週に

1 回 1 時間半の教室で、運動に関して

の講話、ストレッチ・筋力アップの運

動、セラバンドやボールやマットを

使っての体操を実施しました。 

★ 父島、母島あわせて 26 名（65 歳

～88 歳）の方が参加しました。 

 

  運動機能向上 

運動や体操によって、筋力、バ

ランス能力、柔軟性を鍛えて 

転倒による怪我や、寝たきり 

になるのを防ぎます。 

体力測定ではこんな結果が出ました。 

 

５メートルを歩く早さ        握力            片足立ちできる時間 

３．８秒→３．２秒    ２１kg→２６kg  ３１秒→４１秒 

（初回の平均値→６か月後の平均値） 

平成１７年度 介護予防体操教室のご報告 

うつ予防 

人間関係や役割の喪失によって「う

つ」や「うつ病」になりやすくなり

ます。本人や周りが気をつけて、早

期に対処することが大切です。 

低栄養予防 

高齢期には食が細くなりが

ちです。エネルギーやたん 

ぱく質をしっかりとりバラ

ンスのとれた食生活を目指

します。 

認知症予防 

脳を健やかに保つことで認知症の

発症を遅らせ、進行を防ぐことが 

できます。食事や日常生活に気を 

つけ、早期発見・対処を目指します。 

 

閉じこもり予防 

家に閉じこもらずに、できる 

だけ外へ出かけて人と会った

り、地域の活動に参加するこ 

とで脳や体が活性化されます。

口腔機能向上 

歯の数やだ液の量の減少、飲み込む

力の低下は、低栄養状態や肺炎など

を招きます。自分でのお手入れと、

歯科専門家によるケアで口の中の

健康を保ちます。 
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 ＃９ ザック  

 ＃２０ 

     

世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る 

住
民
説
明
会
（母
島
） 

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
環

境
省
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
お
よ
び
村
役
場
か
ら
の

概
要
説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
６
日
（土
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
22 

「
仲
良
し
イ
ル
カ
」 

                  

 

先
月
号
で
個
体
識
別
番
号
＃
20
（母
親
）と
＃
19

（子
）の
親
子
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を
紹
介
し

ま
し
た
。
こ
の
親
子
を
観
察
し
て
い
る
と
、
同
じ
群

れ
の
中
に
よ
く
一
緒
に
い
る
イ
ル
カ
が
い
ま
す
。 

そ
の
イ
ル
カ
は
ザ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
個
体
識

別
番
号
＃
９
の
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
す
。
早
速
、
調
べ

て
み
る
と
＃
20
が
調
査
で
18
回
確
認
さ
れ
て
い
る

中
、
ザ
ッ
ク
は
少
な
く
と
も
12
回
も
同
じ
群
れ
の
中

に
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
４
０
頭

も
の
イ
ル
カ
が
小
笠
原
で
個
体
識
別
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
＃
20
と
同
じ
群
れ
に
い
た
こ
と
の
あ
る
イ
ル
カ

は
50
頭
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
＃
20
は
ザ
ッ
ク

と
一
番
一
緒
に
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
２
番
目
に
一
緒
に
い
る
頻
度
が
高

か
っ
た
の
は
＃
18
と
い
う
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
、
18

回
中
少
な
く
と
も
６
回
は
同
じ
群
れ
に
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
、
離
合
集

散
型
と
い
う
お
互
い
離
れ
た
り
く
っ
つ
い
た
り
す
る

緩
や
か
な
つ
な
が
り
の
群
を
形
成
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
＃
20
と
ザ

ッ
ク
の
よ
う
に
、
特
に
仲
良
し
な
イ
ル
カ
も
い
る
よ

う
で
す
。 

 

◎
第
44
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
お
客
さ
ん
は
満
足
し
て
い
る
か
」 

 

小
笠
原
で
提
供
さ
れ
て
い
る
様
々
な
ツ
ア
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
い
ろ
い
ろ
と
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
目
か
ら
見
る
と
ど
の
よ
う
に

映
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
デ
ー
タ
を
も
と
に
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

【
日
時
】
５
月
29
日
（月
） 

 

《
昼
の
部
》
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
夜
の
部
》
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

【
そ
の
他
】
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
59 

 

― 

エ
ル
ナ
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ 

― 

 

 

こ
の
度
、
平
成
18
年
度
か
ら
小
笠
原
海
洋
セ
ン 

タ
ー
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
、
資
源
管
理
等
の

事
業
お
よ
び
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を

引
き
継
い
だ
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス

テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
（Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
）で
す
。
な
か

な
か
聞
き
慣
れ
な
い
名
前
で
覚
え
に
く
い
と
思
い
ま

す
の
で
、Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
（エ
ル
ナ
）と
お
呼
び
く
だ
さ
い
。 

所
長
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
山
口
真
名
美
、
職
員
と

し
て
新
た
に
石
間
紀
子
が
常
勤
し
て
お
り
ま
す
。
エ

ル
ナ
本
部
か
ら
も
職
員
を
小
笠
原
に
派
遣
い
た
し
ま

す
の
で
、
常
勤
職
員
と
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申 

し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
カ
メ
セ
ン 

タ
ー
と
し
て
ご
親
愛
く
だ
さ
い
。 

 

エ
ル
ナ
の
事
務
所
は
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
り
ま

す
。
活
動
の
趣
旨
は
海
洋
生
物
の
調
査
と
保
全
活
動

で
す
。
主
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ

イ
マ
イ
、
オ
サ
ガ
メ
、
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
と
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
関
東
地
方
を

中
心
に
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
、
行
政
お
よ
び
地
元

の
方
々
と
協
働
で
漂
着
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
静
岡
県
御
前
崎
市
の
天
然
記
念
物
で
あ
る

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
人
工
ふ
化
放
流
事
業
の
技
術
指
導

も
し
て
お
り
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

エ
ル
ナ
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
た
（
財
）東
京
都
海
洋
保
全
協
会
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
の
活

動
等
を
引
き
継
ぎ
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
と
資
源

管
理
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
海
洋
生
物
た
ち
を
通
し
て
、
学
術
的

な
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
小
笠
原
の
水
産
業
お
よ
び

観
光
産
業
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー 

 

会
長 

菅
沼 

弘
行 

〒
２
２
１
―
０
８
２
２ 

神
奈
川
県
横
浜
市 

神
奈
川
区
西
神
奈
川
３
―
17
―
８ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
５
―
４
３
２
―
２
３
５
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
５
―
４
３
２
―
２
６
３
８ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w
w
.elna.or.jp 

        ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
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２
０
０
６
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

小
笠
原
諸
島
の
自
然
・
風
俗
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

応
募
期
間
は
７
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

写
真
の
撮
影
日
は
問
い
ま
せ
ん
。 

入
賞
し
た
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
観
光
Ｐ
Ｒ
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
号
の
村
民
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
入
賞
を
目
指
し
て
、
今

か
ら
と
っ
て
お
き
の
小
笠
原
を

 

撮
り
た
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

                          

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

 東京都自然ガイドの皆様へ（東京都と小笠原村からのお願い） 
 
 日ごろから、小笠原の自然の保護と利用にご協力いただきありがとうございます。 
さて、南島および母島石門一帯の観光利用には、東京都自然ガイドの同行が必要となっております。 

 皆さんご承知のとおり、東京都自然ガイドは南島および石門一帯の自然の保護並びに適正な利用を図るために活動し

ていただくガイドを養成、認定する制度です。認定されたガイドの方は、それぞれのフィールドで資格を生かした活動

をしていただくことが期待されています。 
現在、南島へのツアーを行っている事業者の中には、認定ガイドの確保 

ができずに困っている方もいるようです。 
南島の保護および適正な利用を図るために、東京都自然ガイド（南島） 

の認定を受けている方で、活動可能な方は、積極的にガイド事業者さんへ 
ご協力いただけますよう、お願いいたします。 
 
●問合せ先 小笠原支庁土木課（世界自然遺産担当）２－２１２３ 

小笠原村産業観光課  ２－３１１４ 

 

 小笠原自然体験モニターキャンペーン結果報告 1 
 
 ４月号でお知らせしました「小笠原自然体験モニターキャンペーン」期間中の観光客数のうち、３月分のデータ

がまとまりましたので、改めてお知らせいたします。 
 モニターキャンペーン期間の１２月から３月の間の定期船による観光客数は、前年度と比べ約１，３００名の増加。

同じく平成１７年度１年間では約６００名の増加となりました。 
 来月号では、モニターキャンペーン参加者の客層などについてお伝えします。 
 

  ●問合せ先 産業観光課 ２－３１１４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 期 船 （ お が さ わ ら 丸 ） 乗 船 客 数  

平成１７年度 平成１６年度 

月 別 
乗船客数 

乗船客数のうち 

観光客数 

乗船客数のうち 

キャンペーン 

利用者数 

乗船客数 
乗船客数のうち 

観光客数 

１２月 １，６５８ １，０５６ １１７ １，３７６ ７２７

１月 ８５４ ３１６ ２０６ １，０１７ ４１７

２月 １，５９５ ９３２ ６８６ １，１５７ ４７０

３月 ２，３６５ １，８２８ １，２０１ １，９６２ １，２１５

キャンペーン期間 計 

（１２月～３月） 
６，４７２ ４，１３２ ２，２１０ ５，５１２ ２，８２９

年度 合計 

（４月～３月） 
２１，６８１ １３，９８６ ２，２１０ ２１，２１１ １３，３６１

２００５フォトコンテスト 

マリン部門 金賞 

「ウシバナトビエイの舞」 

２００５フォトコンテスト 

イルカ・クジラ部門賞 

「大 迫 力」 



ビジターセンター自然教室「草木染」 入港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

ビジターセンター自然教室「レイ作り」 保健所専門医相談申込締切

東京三弁護士会法律相談（父島）

子供の日の集い（母島）

眼科専門診療（父島 ～5,7） 高校コンピュータ講座申込締切

ビジターセンター自然教室「タコノ葉細工」

こどもまつり（父島） 出港日

高校図書館開放

世界自然遺産に関する住民説明会（母島）

自動車運転免許試験申込（～7） 村有施設の指定管理者応募締切

高校図書館開放 地域振興に係る補助事業応募締切

野ネコ対策事業集中捕獲期間（～28）

父島動物巡回診療申込締切

硫黄島訪島事業参加申込（～12）

第二東京弁護士会電話無料法律相談申込締切

将棋講習会申込期間（～19）

入港日

入港日

村民意見・提案・相談受付窓口 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～27）

原付免許試験申込締切

眼科専門診療（母島 ～12）

定期予防接種 父島動物巡回診療（～28）

携帯電話一時不通（母島 12,15） 原付免許学科試験

東京愛らんどフェア 島じまん2006

母島上級救命講習申込締切 高校図書館開放

出港日

出港日

情報センター施設見学（～14） 耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～31, 6/2～3）

高校図書館開放 ＯＷＡインタープリター養成講座

母島巡回労働相談 軽自動車税納期限

金

水

26

31 水

29 月

30 火

金

20 土

23 火

木

5

月

19

金

日付 曜日

6 土

木

行　事　予　定

2

土

25

1 月

3

日

4

水

行　事　予　定日付 曜日

木

24

22 月

16 火

21

15

17 水

月

火

水

火

27

18 木

7 日

13 土

10

12

8

9

金

11

28 日

14 日

国民の休日

入・出港日

こどもの日

入・出港日

憲法記念日


